
（1）3月号（№201）平成20年 3月15日発行（毎月１回15日発行）� 平成２年１月18日第３種郵便物認可

京 都 の 智 恵 を 日 本 に 活 か す。
二 ノ 湯 智 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.ninoyusatoshi.com

えとす（Ethos）とは、文化や習慣を意味し、豊
かな精神をはぐくみ、平和を希望する言葉で
す。  題字：栢木寛照

発行人：二ノ湯 智
国会事務所 
〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1 
参議院議員会館632号室 
TEL.03-3508-8632 FAX.03-5512-2632

〒615-0062 京都市右京区西院坤町2 
ケイハンシティビル601 
TEL.075-315-2228 FAX.075-315-2310

発行所：みんなで政治を考える会

年間購読料　1,200円（一部100円）
第３種郵便物認可　平成２年１月18日
口　座　01000-4-62360

国
民
は
今
の
国
会
の
様
子
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
政
治
へ

の
国
民
の
不
信
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
総
予
算
及
び
歳
入
法
案
の
審
査
に
当

た
っ
て
は
、
徹
底
し
た
審
議
を
行
っ
た
う
え
で
、
年
度
内
に
一
定
の
結
論
を
得

る
と
し
た
両
院
議
長
の
斡
旋
案
は
非
常
に
重
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
今
や

反
故
同
然
で
無
視
さ
れ
た
形
と
な
り
、
参
議
院
で
は
3
月
13
日
に
や
っ
と
審
議

に
入
っ
た
状
態
で
あ
る
。
現
在
、
都
道
府
県
、
全
国
の
市
町
村
議
会
で
は
、
国

の
予
算
、
予
算
関
連
法
案
の
成
立
を
前
提
に
、
予
算
案
を
審
議
し
て
い
る
。
地

方
自
治
体
に
は
迷
惑
を
か
け
な
い
と
自
民
、
民
主
両
党
の
良
識
派
は
認
識
し
て

い
る
が
、
衆
議
院
に
小
選
挙
区
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
法
案
が
政

局
が
ら
み
に
な
り
、
国
家
や
国
民
の
利
益
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
気
が
し
て
な
ら

参議院、日銀総裁人事案を否決
益々深まる国民の政治不信

参議院、日銀総裁人事案を否決
益々深まる国民の政治不信

や
っ
と
審
議
に
入
っ
た
参
議
院

ド
は
1
月
に
も
日
本
の
調
査
船
に
2
人
が
侵
入
し

て
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。
★
今
回
の
薬
品
の
投
げ

込
み
で
、
海
上
保
安
庁
の
保
安
官
が
被
害
に
遭
っ
て

お
り
、
海
上
保
安
庁
は
、
威
力
業
務
妨
害
と
傷
害
容

疑
で
捜
査
に
着
手
し
た
。
一
日
も
早
く
犯
人
を
特
定

し
、
日
本
政
府
の
毅
然
た
る
態
度
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
★
世
界
各
国
の
捕
鯨
に
対
す
る
態
度
は
様
々
で

あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
商
業
捕
鯨
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
は
調
査
捕
鯨
を
再
開
、
ア
ラ
ス
カ
、
ロ
シ
ア
の
極

北
地
域
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
先
住
民
が
生
存
の

た
め
に
鯨
を
捕
獲
し
て
い
る
。
韓
国
、
中
国
で
は
座

礁
し
た
鯨
を
食
べ
て
い
る
。
★
反
捕
鯨
の
急
先
鋒

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
か
っ
て
採
油
捕
鯨
を
し

て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
も
鯨
油
目
的
で
乱

獲
し
て
い
た
。
先
進
国
は
捕
鯨
の
時
代
的
役
割
は
終

わ
っ
た
、
だ
か
ら
他
の
国
も
右
に
倣な

ら
え
で
は
余
り
に

も
身
勝
手
で
あ
る
。
★
ク
ジ
ラ
が
着
実
に
増
え
て
い

る
こ
と
は
、
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
特
に

日
本
周
辺
に
は
ク
ジ
ラ
が
豊
富
で
、
イ
ワ
シ
、
サ
ン

マ
、
イ
カ
な
ど
を
大
量
に
食
べ
る
の
で
、
漁
業
資
源

の
保
護
の
た
め
に
も
、
適
量
の
捕
鯨
は
必
要
で
あ

る
。
★
日
本
で
は
江
戸
時
代
か
ら
鯨
肉
が
庶
民
の
食

べ
物
と
し
て
、
普
及
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ク
ジ

ラ
料
理
は
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
で
あ
り
、
外
国

か
ら
批
判
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
ク
ジ
ラ
資
源
の
保

護
は
、
当
然
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
カ
ン

ガ
ル
ー
を
毎
年
300
万
頭
以
上
も
殺
し
て
い
る
。
こ
ん

な
国
が
日
本
の
捕
鯨
を
非
難
す
る
資
格
は
な
い
。

恒 心

★
南
極
海
の
公
海
上
で
、
調
査
捕
鯨
船

「
日
新
丸
」
が
環
境
保
護
団
体
「
シ
ー
・

シ
ェ
パ
ー
ド
」
の
抗
議
船
か
ら
、
薬

品
の
入
っ
た
ビ
ン
を
投
げ
ら
れ
3
人

が
怪
我
を
し
た
。
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー

3月 号
平成20年
No.201

な
い
。
参
議

院
で
は
、
野

党
が
過
半
数

を
占
め
、
民

主
党
は
第
一

党
で
あ
る
。

近
い
将
来
民

主
党
が
政
権

を
担
う
か
も

知
れ
な
い
。

民
主
党
は
大

局
的
立
場
に

立
ち
、
国
政

に
責
任
を
持

つ
利
害
共
有

者
と
し
て
、

国
益
を
中
心

に
判
断
を
し

て
も
ら
い

た
い
。

武藤氏の日銀総裁案を否決した参議院本会議
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平
成
19
年
度

特
別
交
付
税
の
　
　

配
分
が
決
ま
る

井
澤
京
子
議
員（
京
都
6
区
）が
質
問

衆
議
院
予
算
委
員
会
分
科
会

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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s
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オ
ヨ
ー
ン
モ
ン
ゴ
ル
外
務
大
臣

京
都
で
交
流
を
深
め
る

井澤議員の質問に答える二ノ湯政務官 川島織物セルコンで

平
成
19
年
度
の
特
別
交
付
税
の
配
分
が
決
ま
っ

た（
3
月
18
日
決
定
・
閣
議
報
告
）。
本
年
度
の
特

交
は
総
額
９
１
２
４
億
円
、
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

4
・
4
％
で
、
道
府
県
分
マ
イ
ナ
ス
7
・
2
、
政

令
指
定
都
市
分
マ
イ
ナ
ス
10
・
7
、
都
市
分
マ
イ

取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
て
は
交
付
税
措
置

を
新
設
し
た
。
さ
ら
に
原
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て

も
本
年
度
の
緊
急
対
策
と
し
て
同
じ
く
交
付
税
措

置
を
新
た
に
設
け
た
。
京
都
府
内
に
お
い
て
は
、

本
年
度
は
災
害
等
の
特
別
な
財
政
需
要
は
な
く
、

そ
の
中
で
二
ノ
湯
議
員
は
、
所
管
の
総
務
大
臣
政

務
官
と
し
て
、
別
表
の
と
お
り
特
別
交
付
税
の
確

保
に
努
力
し
た
。

ナ
ス
5
・
5
、
町
村

分
プ
ラ
ス
0
・
9
％

と
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
特
色
は

全
国
的
に
市
町
村
合

併
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ

た
た
め
に
、
合
併
に

伴
う
特
別
の
財
政
需

要
は
減
少
し
た
。
台

風
・
豪
雨
災
害
は
比

較
的
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
石
川
県
能
登

半
島
地
震
、
新
潟
県

中
越
沖
地
震
に
よ
っ

て
大
き
な
被
害
に

遭
っ
た
自
治
体
に
は

災
害
関
係
経
費
が
前

年
よ
り
大
幅
に
増
え

た
。
ま
た
、
自
ら
考

え
、
独
自
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
、「
魅
力
あ
る
地

方
」
へ
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
、
前
向
き
に

2
月
27
日
、
平
成
20
年
度
国
家
予
算
を
審
議

す
る
衆
議
院
予
算
委
員
会
分
科
会（
国
土
交
通
省

関
連
予
算
）が
開
か
れ
、
京
都
6
区
選
出
の
井
澤

京
子
衆
議
院
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
。
井
澤
議
員

は
日
頃
か
ら
地
元
の
課
題
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
の
日
の
質
問
も
地
元
に
関
す
る
問
題
が

中
心
で
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
源
氏
物

語
千
年
紀
を
生
か
し
た
観
光
客
の
誘
致
、
②
源
氏

物
語
千
年
紀
関
連
事
業
、
③
発
掘
さ
れ
た
宇
治
川

右
岸
の
太
閤
堤
の
史
跡
指
定
、
④
京
都
の
国
宝
や

重
要
文
化
財
の
防
災
対
策
、
⑤
八
幡
市
の
男
山
団

地
再
生
計
画
。
源
氏
物
語
千
年
紀
関
連
事
業
に
つ

い
て
は
、
二
ノ
湯
政
務
官
が
「
記
念
事
業
と
し
て

千
円
の
記
念
貨
幣
と
記
念
切
手
を
発
行
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
。
貨
幣
の
裏
面
の
デ
ザ
イ
ン
は
京
都

府
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
を
考
え
て
お
り
、
価

格
は
1
枚
6
千
円
で
あ
る
。
発
行
時
期
は
貨
幣
は

10
月
中
旬
、
切
手
に
つ
い
て
は
9
月
22
日
を
予
定

し
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
。

外
務
省
賓
客
と
し
て
3
月
2
日
に
来
日
し
た
オ

ヨ
ー
ン
外
務
大
臣
は
、
5
、
6
日
の
両
日
、
京
都

を
訪
れ
た
。
前
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
外
務
大
臣

の
歓
迎
夕
食
会
に
参
加
し
た
二
ノ
湯
参
議
員
も
、

5
日
、
東
京
駅
か
ら
大
臣
と
同
じ
新
幹
線
で
京
都

に
向
か
っ
た
。
京
都
市
内
で
は
西
陣
織
会
館
を
訪

れ
、
そ
の
道
数
十
年
の
熟
練
職
人
が
帯
や
金
襴
を

織
る
き
め
細
か
い
伝
統
の
技
に
見
入
っ
て
い
た
。

最
後
に
色
あ
で
や
か
な
着
物
を
着
た
モ
デ
ル
に
よ

る
着
物
シ
ョ
ー
も
楽
し
ん
だ
。
次
の
川
島
織
物
セ

ル
コ
ン
で
は
、
社
員
と
し
て
働
い
て
い
る
モ
ン
ゴ

ル
人
な
ど
の
案
内
で
緞
帳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
造

工
程
を
熱
心
に
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
木
屋
町
四

条
下
が
る
「
鳥
弥
三
」
で
開
か
れ
た
駐
日
モ
ン

ゴ
ル
大
使
館
主
催
の
懇
親
会
に
出
席
、
京
都
府
、

市
、
財
界
人
、
立
命
舘
大
学
関
係
者
な
ど
と
懇
談

し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
親
日
的
で
、
日
本
と
の
経
済

関
係
を
強
化
し
た
い
意
向
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

オ
ヨ
ー
ン
氏
は
国
民
勇
気
党
の
党
首
で
、
昨
年
12

月
に
外
務
大
臣
に
就
任
し
、
将
来
初
の
女
性
大
統

領
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

市 18年度実績 （伸率） 19年度決定額 （伸率）

京 都 市 2,216,109 -11.9 2,008,295 -9.4
福 知 山 市 1,362,190 -6.5 1,242,169 -8.8
舞 鶴 市 1,062,096 -6.5 960,392 -9.6
綾 部 市 537,077 -6.6 515,069 -4.1
宇 治 市 345,161 -5.2 337,049 -2.4
宮 津 市 570,499 -5.9 568,443 -0.4
亀 岡 市 750,142 -5.9 726,126 -3.2
城 陽 市 291,327 -7.6 277,196 -4.9
向 日 市 227,058 -6.6 216,045 -4.9
長 岡 京 市 234,184 -6.0 230,084 -1.8
八 幡 市 506,015 -9.2 467,147 -7.7
京 田 辺 市 194,073 -6.8 204,065 5.1
京 丹 後 市 1,347,208 -6.8 1,212,185 -10.0
南 丹 市 1,210,240 4.0 1,110,213 -8.3
木 津 川 市 508,072 407,219 -19.9
市 分 計（ 京 都 市 除 ） 9,145,342 8,473,402 -7.3
京 都 府 分 2,396,307 -12.6 2,096,325 -12.5

平成19年度特別交付税交付金決定額（市分）（単位：千円）
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宮
津
市
消
防
団
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
章

自
治
体
消
防
60
周
年
記
念
式
典
で

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

金
の
か
か
る
慶
弔
電
報
の
禁
止
を

自
民
党
選
挙
制
度
調
査
会
で
議
論

中
小
企
業
対
策
関
係
閣
僚
会
議

　

年
度
末
の

資
金
繰
り
を
支
援

姉
歯
建
築
士
に
よ
る
耐
震
偽
装
問
題
に
よ
っ

て
、
建
築
基
準
法
が
厳
し
く
改
正
さ
れ
、
各
自

治
体
の
建
築
確
認
審
査
の
手
続
き
が
大
幅
に
遅

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
築
業
界
は
影
響
を
ま

と
も
に
受
け
て
、
住
宅
着
工
件
数
が
非
常
に
落

ち
込
ん
だ
。
最
近
、
よ
う
や
く
自
治
体
の
担
当

者
も
改
正
法
の
内
容
を
理
解
し
、
確
認
審
査
も

順
調
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
影
響
が
い
ま
だ
に
尾
を
引
い
て
、
建
築
関
連

業
者
の
経
営
は
厳
し
く
、
青
息
吐
息
の
状
態
で

あ
る
。
一
方
、
原
油
の
大
幅
な
高
騰
に
よ
り
運

輸
業
界
を
中
心
に
中
小
零
細
企
業
の
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
年
度
末
を

控
え
、
資
金
繰
り
を
必
要
と
し
て
い
る
中
小
零

細
企
業
へ
の
融
資
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

2
月
20
日
、
政
府
は
関
係
閣
僚
の
会
合
を
開
い

た
。
二
ノ
湯
政
務
官
は
増
田
総
務
大
臣
の
代
理

で
出
席
し
た
。

3
月
7
日
、
自
治
体
消
防
制
度
60
周
年
記

念
式
典
が
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え

し
て
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
式
典
で

は
、
今
日
ま
で
自
治
体
消
防
の
発
展
に
大
き
な

功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

京
都
府
で
は
、
宮
津
市
消
防
団
が
消
防
団
の
最

高
栄
誉
で
あ
る
「
特
別
表
彰
ま
と
い
」
を
受
章

し
た
。
宮
津
市
消
防
団
は
昭
和
26
年
に
消
防
協

会
会
長
表
彰
旗
の
授
与
を
受
け
、
他
の
消
防
団

の
模
範
と
な
っ
て
活
動
し
て
き
た
。
し
か
も
、

そ
の
間
、
京
都
府
消
防
操
法
大
会
で
3
回
優

勝
、
平
成
16
年
に
は
全
国
消
防
操
法
大
会
に
も

出
場
し
て
い
る
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、

今
回
、「
特
別
表
彰
ま
と
い
」
の
受
章
に
つ
な

が
っ
た
。
前
日
、
宮
津
消
防
団（
中
西
隆
光
団

長
）が
、
喜
び
の
報
告
の
た
め
総
務
省
政
務
官

室
に
二
ノ
湯
議
員
を
訪
ね
た
。
宮
津
市
消
防
団

は
現
在
491
人
の
団
員
を
擁
し
、
京
都
府
下
で
は

最
大
規
模
の
人
数
で
あ
る
。
3
月
20
日
の
受
賞

祝
賀
会
の
前
に
、
市
中
パ
レ
ー
ド
を
行
う
。

公
職
選
挙
法
は
、
公
正
公
明
な
選
挙
を
実
施
す
る

た
め
に
制
定
さ
れ
、
各
種
の
選
挙
運
動
を
規
制
し
て

い
る
。
公
職
に
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
こ
の
法

律
を
よ
く
研
究
し
、
選
挙
の
準
備
を
進
め
な
い
と
、
選

挙
違
反
と
な
り
、
議
席
を
失
う
こ
と
も
あ
る
。
公
選

法
は
昭
和
25
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
今
日
の
実
態
に

合
わ
な
い
条
文
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
民
党
選

挙
制
度
調
査
会（
村
田
吉
隆
会
長
）で
は
、
公
職
選
挙

法
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
い
、
時
代
に
あ
っ
た
改
正
を

行
う
た
め
に
、
精
力
的
に
各
項
目
に
わ
た
っ
て
検
討
を

重
ね
て
い
る
。
先
日
の
会
合
で
群
馬
県
選
出
の
参
議
院

議
員
中
曽
根
弘
文
氏
か
ら
、
慶
弔
電
報
を
全
面
的
に

禁
止
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。
群
馬
県

で
は
、
地
元
紙
の
上
毛
新
聞
に
「
お
く
や
み
」
欄
が
あ

り
、
毎
日
平
均
50
名
近
い
人
の
死
亡
記
事
が
掲
載
さ

れ
る
。
こ
の
方
た
ち
に
国
会
議
員
が
弔
電
を
打
つ
と
い

う
。
自
粛
を
決
め
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
こ
の
協
定
も

破
ら
れ
た
。
衆
議
院
議
員
な
ら
小
選
挙
区
だ
け
で
済

む
が
、
参
議
院
議
員
は
全
て
打
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の

費
用
だ
け
で
年
間
約
１
０
０
０
万
円
か
か
る
と
悲
鳴
を

上
げ
て
い
た
。
加
え
て
祝
電
等
の
各
種
電
報
代
も
あ

る
。
た
だ
、
弔
電
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
場
合
、
お
通

夜
、
告
別
式
に
出
ら
れ
な
い
が
、
せ
め
て
弔
電
を
打
っ

て
弔
意
を
表
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
ま
で
も
封
じ
込
め

て
し
ま
う
事
に
な
る
。
群
馬
県
の
選
挙
文
化
は
非
常

に
特
殊
で
あ
り
、
全
面
的
な
禁
止
は
多
く
の
議
員
の

賛
同
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

先
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
市
長
選
挙
に
際
し

ま
し
て
は
、
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員
、
二
ノ
湯

真
士
府
議
会
議
員
を
先
頭
に
、
皆
様
に
は
心
温

ま
る
ご
支
援
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
事
に
対

し
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
昨
年
、
市
制
三
十
周
年
を
迎

え
、
次
の
三
十
年
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
だ
し

ま
し
た
。

行
財
政
改
革
を
は
じ
め
、
福
祉
の
向
上
、
教

育
の
充
実
、
安
全
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
諸
課
題
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
優
し
さ
を
感
じ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
「
や
わ
た
」
を
つ
く
っ
て
い
く
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
時
代
の
変
化
を
敏
感
に
捉
え
、
柔

軟
な
発
想
を
持
ち
、
市
民
に
対
し
て
説
明
と
透

明
性
を
一
層
高
め
な
が
ら
将
来
へ
の
見
通
し
を

し
っ
か
り
持
っ
た
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
幡
市
長　

明

田
　

功

元
気
な
ま
ち
「
や
わ
た
」
づ
く
り
に
全
力
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

自
民
党
有
志
議
員

「
郵
政
事
業
研
究
会
」
設
立

民
営
化
を
検
証
、
二
ノ
湯
議
員
も
参
加

・日　　時：4月6日㈰　（小雨決行）
・集合時刻：午前8時30分（時間厳守）
・集合場所：川端四条・南座前
京阪四条駅8：37発（急行中書島駅乗換）、淀駅8：59着

・コ ー ス：京阪淀駅（9時出発）→淀城跡公園→
宇治川沿い→背割堤桜並木→御幸橋→
京阪八幡市駅解散

⃝ �歩こう会には最適な季節となりました。今回は1.4キロ
の桜並木が続く背割堤を散策します。3つの川が出会
い淀川となる「三川合流」の地、自然の大パノラマを
ご堪能下さい。多数のご参加をお待ち致しております。

（当日）☎090-1956-7460

第179回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

門
川
新
市
長
、

政
務
官
室
に
表
敬
訪
問

第178回
みんなで歩こう湯歩会（参加者63名）

右京区新総合庁舎前にて

一
、
北
海
道
滝
川
市
で
生
活
保
護
費
を
詐
取
し
た

容
疑
で
元
暴
力
団
夫
婦
が
逮
捕
さ
れ
た
。
通
院
へ

の
法
外
な
タ
ク
シ
ー
代
を
不
正
な
請
求
と
知
り
な

が
ら
支
払
っ
て
い
た
滝
川
市
役
所
の
対
応
も
問
題

で
あ
る
。
中
央
の
地
方
自
治
体
へ
の
不
信
が
増
す

ば
か
り
だ
。

一
、
京
都
市
長
選
で
共
産
党
の
根
強
さ
を
改
め
て

見
せ
付
け
ら
れ
た
。
反
面
、
自
民
、
民
主
の
足
腰

の
弱
さ
を
実
感
し
た
。
そ
う
遠
く
な
い
総
選
挙
に

備
え
、
自
民
党
も
し
っ
か
り
と
選
挙
の
準
備
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
徳
富
蘇
峰
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代

に
わ
た
り
活
躍
し
た
言
論
人
、
歴
史
家
で
、
同
志

社
の
創
立
者
新
島
襄
の
弟
子
。
私
は
最
近
こ
の
人

に
興
味
が
あ
り
、
先
日
神
奈
川
県
二
宮
町
の
蘇
峰

記
念
館
を
訪
ね
た
。
立
派
な
建
物
で
は
な
い
が
、

常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
身
の
濃
さ
に
驚

い
た
。

一
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
起
き
た
銃
撃
事
件
。
あ
れ

か
ら
27
年
も
経
っ
た
の
か
。
当
時
随
分
と
騒
が
れ

た
。
三
浦
和
義
氏
が
疑
わ
れ
た
が
、無
罪
と
な
り
、

結
局
真
犯
人
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
奥

さ
ん
が
誰
か
に
撃
た
れ
た
こ
と
は
確
か
。
ロ
ス
市

警
で
真
相
を
解
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
長
男
の
と
こ
ろ
に
子
供
が
生
ま
れ
た
。
今
月

初
め
て
京
都
に
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
自
分
に

孫
が
出
来
た
と
は
思
い
た
く
な
い
が
、
現
実
で
あ

る
。
孫
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
球
環
境
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

で
頑
張
り
た
い
と
強
い
決
意
と
意
欲
を
示
し
て
い

た
。
二
ノ
湯
政
務
官
も
門
川
市
長
の
市
政
運
営
に

全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

2
月
17
日
に
投
開
票
の
行
わ
れ
た
京
都
市
長

選
挙
で
、
門
川
大
作
氏
は
、
市
制
施
行
以
来
26
代

目
、
公
選
に
な
っ
て
9
人
目
の
市
長
に
当
選
し

た
。
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
当
選
し
た
門
川
大
作
氏

は
、
早
々
か
ら
各
方
面
に
挨
拶
回
り
。
19
日
に
は

上
京
、
推
薦
を
受
け
た
自
民
党
、
公
明
党
の
幹
部

に
面
会
、
当
選
御
礼
の
挨
拶
を
し
た
。
そ
の
後
、

国
土
交
通
省
、
総
務
省
を
回
り
、
忙
し
い
日
程
の

合
間
を
縫
っ
て
、
二
ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官
を
訪

ね
た
。
二
ノ
湯
政
務
官
は
厳
し
い
選
挙
を
戦
い
抜

い
た
門
川
氏
に
祝
福
と
労
い
の
言
葉
を
か
け
た
。

門
川
新
市
長
は
市
役
所
の
改
革
に
真
剣
に
取
り
組

む
と
共
に
将
来
の
京
都
の
町
作
り
の
た
め
に
全
力

郵
政
事
業
は
、
明
治
4
年
に
創
業
し
て
以
来
、

全
国
津
々
浦
々
で
地
域
に
密
着
し
て
、
国
民
共
有

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
10

月
民
営
化
さ
れ
て
4
ヵ
月
が
経
過
し
、
郵
便
の
遅

延
や
誤
配
の
増
加
、
簡
易
郵
便
局
の
閉
鎖
な
ど
、

色
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
民
営
化
の
実
現

に
あ
た
っ
て
、
郵
便
・
郵
貯
・
簡
保
の
三
事
業
の

堅
持
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
、
利
便
性
の
向
上

を
国
民
に
約
束
し
た
。
民
営
化
の
推
進
の
過
程
の

中
で
、
こ
れ
ら
が
き
ち
ん
と
実
現
さ
れ
て
い
る

か
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
ほ
ど
、
郵
政
行

政
に
関
心
の
深
い
自
民
党
の
衆
参
両
院
の
50
人
が

「
郵
政
事
業
研
究
会
」
を
設
立
し
、
代
表
世
話
人

に
山
口
俊
一
衆
議
院
議
員
を
選
出
し
た
。

政務官室にて


